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施 策 事 例

平成 21年度より本山町ブランド米として販売
を開始した「土佐天空の郷」。室戸海洋深層水の
散布をはじめ約10％の大粒厳選等による食味向
上、農家の懸命な販売促進活動等により直接所得
向上を達成し、極めて難しいといわれた高知県産
米のブランド化に成功した。

施策のポイント

産業振興関連施策

本山町特産品ブランド化未来創造構
築事業

自 治 体 情 報
人口／ 3,977人

電 話 番 号 

http://www.shunsaikoubou.com/index.
htm

関連ホームページ

事 業 期 間
参考とした施策
関係施策分類

高 知 県 本 山 町
標準財政規模／ 2,131,791千円

担 当 課

①　③　④　⑤

平成21年度から平成23年度まで

実 施 主 体 本山町

まちづくり推進課
直通0887-76-4333　代表0887-76-2113

施 策 の 概 要

取組に至る背景・目的
　本山町の第一次産業の主力である稲作農業は近年衰退の一途を辿
り、農地の荒廃や後継者不足を進行させ、稲作による収入の減少は
町全体の農家の活気を低下させていた。
　このため、本山町が誇る良質の本山町産米のブランド化により、
知名度向上を図ると共に、将来展望の持てる稲作農業を確立するた
め、平成 20年度より町内農家がブランド化への取り組みを始めた。

取り組みの具体的内容
　平成 20年度に高知県県産品ブランド化企画立案事業が採択され、本山町農業公社・農家 23名に
よる本山町特産品本山町米ブランド化を図る戦略プランを計画した。
　平成 21年度には高知県産業振興計画総合支援事業により、ブランド米の名称を「土佐天空の郷（と
さてんくうのさと）」と命名し、機械器具等の整備やブランド向上戦略の構築や販路開拓等の販売促
進事業のソフト・ハード整備を農家と一体となって進めた。
〔ハード整備〕
　・大型の乾燥機の導入による乾燥ムラの防止
　・米選機や色彩選別機の導入による、大粒米の厳選及び欠損・着色粒の除去
　・食味計を使った食味分析
　これらの機械による厳選した米を選り分けることで、全国トップクラスの品質で出荷できるように
なった。
〔ソフト事業〕
　販売促進ツールの整備を行い、首都圏を中心とした販売PR活動を積極的に進めた結果、全国の米
穀店舗等での販売をできることとなった。

施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　米価の低迷が続く現在、農家の経営を安定させ、後継者が根付くよう地域ブランドとして確立し、
将来にわたり展望を持てる農業を展開するため、農協等への系統出荷から、直接販売の幅を広げ、農
家所得向上を目指した。
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産業振興関連施策
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〔開始前〕
　農家買い取り価格：30kg ／約 6,500 円　 系統出荷での販売額：
約 9,000 万円（15,000 袋）
〔目標〕
　農家買い取り価格：30kg ／１万円　　ブランド米での販売目標：
7,500 万円（7,500 袋）
　※約 7,500 袋を系統出荷から直接販売等に移行する計画。

現在までの実績・成果
　以前は、JAでの農家からの買取り価格は、6,500 円／ 30kg であったが、（財）本山町農業公社で
の 21年産米「土佐天空の郷」の買取り価格は、8,300 円／ 30kg で 2,200 袋の出荷があり、農家の
直接販売所得が飛躍的に向上した。
　また多くのテレビや雑誌等メディアでの取扱いにより、ブランド米はもとより、他の特産品をはじ
め本山町自体の大きなPR効果があり、これまでの本町にはなかった大きな成果があった。

導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　米は全国どこでも生産されており、また消費者に根付く確固たる地域ブランド（新潟県魚沼）の存
在する中、「高知米」＝「美味しくない」のイメージを払拭し、本町の良質米を消費者に分かりやす
く伝え、購入していただく方法が今後も非常に難しい課題である。
　今後は地域性を十分に示し、品質や味の良さを訴えることがブランド化への近道と考え、目に見え
る「歴史」「環境」「品質」を前面に出すとともに、農家自らが売り場に立ち、消費者の意見収集や産
地情報を伝え地道なPR活動を行う必要がある。

今後の展開と課題
　全町的な「土佐天空の郷」の栽培によ
る安定した出荷数の確保や、更に品質を
高めることによる付加価値の向上、ネッ
ト通販や都市部での販売促進活動によ
り、他と一線を画した高知の「土佐天空
の郷」として更なる売込みを図る。
　また、他の町内特産品とコラボした商
品開発やセット販売等を行い、町全体が売り込むとともに他産業への波及効果を図る。

①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源
財源内訳（財源区分：①～⑤）

名称

所管

金額

補助率

①～④の名称、
所管など

34,484千円 0千円 22,977千円 6,500千円 0千円 5,007千円

予 算 関 連 デ ー タ

高知県産業振興推進総合
支援事業費補助金

高知県

22,977千円

2/3

過疎対策事業債

総務省

6,500千円

提供可能資料：パンフレット

総額
①～⑤の計
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